
令和２年度（2020年度）公社等経営評価書

１　法人の概要

（職　名） （氏　名）
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　資本金・基本金等 設立の目的・事業の目的
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　主要事業の概要 　 　
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※常勤役員のみ ※常勤職員のみ（ただし、職員平均年収及び勤続年数はプロパー職員分）

1人 2人

1

2人

3

12

採用計画による（H29退職者の補充）

50代40代

5,235 千円

20代歳

10

60代～

　組織の状況

増減理由

職
員

職員の
年代別構成

職員平均年齢

2人

勤続年数（平均）役員平均年齢
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県派遣 県ＯＢ

（内容）

（内容）八戸港のフェリー埠頭及びフェリーの円滑な利用を確保するために必要な施設の建設、賃貸及び管理運営

（内容）

　経営目標
経営理念
　１．利用者のためフェリー埠頭の機能強化と円滑な利用の確保
　２．財務内容の健全性と公正・公明な経営体質の確保
　３．職員が明るく、働きがいのある職場づくり

経営目標
　１．事業の公共性、公益性の維持と利用者のニーズに対応した埠頭施設の提供
　２．総合的かつ効率的な埠頭施設の管理による持続的な健全経営
　３．内部統制及びコンプライアンス態勢の整備による組織運営の健全化と公正・公明な事業活動の推進
　４．人材の育成と定員の適正化及び業務の合理化の推進
　５．強固な財政基盤の構築と経営の安定化

上記以外

八戸港フェリー埠頭事業

青森港フェリー埠頭事業

主要事業
割合割合割合

無公益

再委託
の有無

受託収
入の有

無

補助金
の有無

公益・
収益等
の別

無

無

542,102 100.00490,203

　青森港及び八戸港におけるフェリー埠頭及びフェリー埠頭の円滑な利用を確
保するために必要な施設の管理を総合的かつ効率的に行うことにより、青森港
及び八戸港の機能強化を図り、もって地域社会の健全な発展及び国民生活に不
可欠な物資、エネルギー等の安全供給の確保を図ることを目的とする。

平成29年度

青森港のフェリー埠頭及びフェリーの円滑な利用を確保するために必要な施設の建設、賃貸及び管理運営

千円

63.80

全事業

(2017)

％100.0

20,000

千円

資本金・基本金等

(うち県の出資等額)

(県の出資等比率)

20,000

36.84

63.16309,623

180,580 187,408

令和元年度

345,844

（2019)（2018）

196,258

493,219 100.00

青森市沖館二丁目11番1号

fsoumu@aomori-ferry.or.jp
http://www.aomori-ferry.or.jp

100.0

区　　　分
平成30年度 令和元年度

氏　　名　・　名　　称

20,000

100.00

事業３

事業２

事業１

令和2年度

昭和47年12月7日設立年月日

ＨＰアドレス
ｅ-mailアドレス

電話番号

38.00

62.00305,811

前年度
増減

36.20

基準年月日
（基本情報に係る基準日） 令和2年7月1日

ＦＡＸ番号 017-781-7132

017-781-7131

無無公益

無

法　人　名 所管部課名 県土整備部港湾空港課

所　在　地

代表者職氏名

038-0002

金額（千円）

青森県

公益財団法人青森県フェリー埠頭公社

公益財団法人青森県フェリー埠頭公社

代表理事 藤田　昇

平成30年度
決算額（千円、％）

出資等比率（％）

公益法人等用

mailto:fsoumu@aomori-ferry.or.jp#
http://www.aomori-ferry.or.jp/#


２　財務の状況 （単位：千円）

（単位：％）

３　経営評価結果等への対応状況

13.73 ▲ 1.00

785.32 754.24

　埠頭利用者のニーズと柔軟性をもった機動
的なサービスの提供状況について

　内部統制及びコンプライアンス態勢の整
備・運用状況について

　毎月、埠頭利用船社等と運営連絡会議を実施し意見交
換により利用者のニーズを把握しており、埠頭の整備や
安全確保、利用者へのサービス提供や情報提供をしてい
る。

　職務分掌、決裁規程等が整備されており、内部監査を
定期的に実施し内部統制を図っている。職員倫理規程等
を定めており、コンプライアンスに関する社内研修会を
開催している。

▲ 31.09565.37

平成30年度

（2018）

令和元年度

（2019)
主な増減理由〔法人記入〕

公益財団法人青森県フェリー埠頭公社

左に係る県所管部局の意見・評価
〔県所管部局記入〕

対応状況
〔法人記入〕

7.21 6.62 ▲ 0.59

14.72

　非常時（大規模自然災害発生時等）にも、
広域的に極めて重要な役割を果たすため、Ｂ
ＣＰ（業務継続計画）の再点検や訓練の実施
状況について

　BCP（事業継続計画）は青森県BCPや青森港BCP、八戸港
BCPの見直し状況等を確認しながら継続的に見直しを行っ
ている。日頃から施設の点検を実施し、関係者との連絡
を密にし情報共有を図っている。津波等の災害避難訓練
を定期的に実施している。

　ＢＣＰの継続的な見直しの実施と、予期せぬ災害等に
備えた訓練を定期的に実施すること。

4.80 3.70 ▲ 1.10

これまでの経営評価結果等
（改善事項等）

　利用者の安全確保を第一に、引き続き利用者のニーズ
に合った利便性の向上及び情報提供を行うこと。

　研修会の実施に当たっては形骸化しないよう工夫する
こと。

▲ 0.66

0.10 0.07 ▲ 0.03

未払い金の増（3月末工期の工事）

減免額（土地・施設等使用料等）

債務保証残高

損失補償残高

収
支
等
の
状
況

117.19 ▲ 9.11

2.31 1.65

無利子借入金による利息軽減額
（長期プライムレートによる試算額）

4,931,456

90.53 91.49 0.97

126.30

貸付金

329,378

効
率
性

5.90

5,169,069

流動比率

借入金比率

(2017)

平成29年度

114.24

88.75

交付金

8.09

16.82

管理費比率

人件費比率

0.15

1.25

県財政関与率

財

務

健

全

性

受託等収入率

項　　　　　目

経常収益

経常費用

当期経常増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期末残高

借入金残高

当期経常外増減額

平成29年度

(2017)

559,985

490,203

69,782

68,874

627,520

4,951,456

824

平成30年度

（2018）

622,936

493,219

129,717

130,385

654

269,523

（2019)

635,267

542,102

93,165

87,228

5,613,643

531,802

5,081,841

480,524

449

5,149,069

209,188

35,950

▲ 51,278

87,228

12,331

48,883

▲ 36,552

▲ 43,157

▲ 6,605

87,228

▲ 60,335

▲ 205

前年度増減

5,578,976

主な増減理由〔法人記入〕

固定資産の一部除却▲ 908 668 ▲ 5,937

5,061,841

5,649,593

令和元年度

財
務
構
造

補助金収入率

資
産

資産

負債

正味財産

補助金

負担金

前年度増減財務分析指標

正味財産比率

経常比率

総資産当期経常増減率

事業費　

県
費
等
の
受
入
状
況

運営費（人件費含む）

受託事業収入



４　経営評価指標

（１）法人自己評価

（２）県所管部局評価

５　総合評価

◎ 対応等は良好

　引き続き、法人運営を適正に行うこと。

　経済情勢の変化や費用対効果も考慮しながら、経営の効率化に努めること。

　引き続き、財政の健全化に努めること。

概ね良好

財務状況の健全性

◎ 対応等は良好

総合評価

Ａ

概ね対応等は良好○

　ＰＤＣＡサイクルにより継続的な業務の効率化・改善等に努めること。

◎ 対応等は良好

　フェリーは、本州と北海道の人や車両、貨物を運ぶ公共交通であることから、今後も
利用者ニーズに対応した取組を実施すること。

◎ 対応等は良好

経営の効率性

合　　計

コメント〔県所管部局記入〕（改善事項等）

計　画　性

組織運営の健全性

　財務状況については、借入金はあるものの、安定的に黒字を確保し、経営基盤は安定しているものと評価
できる。
　フェリーは大規模災害発生時等は広域的に重要な役割を果たすことから、日頃からＢＣＰの点検を実施
し、関係機関と情報共有を図るとともに、災害避難訓練を定期的に実施すること等に留意して、引き続き取
り組んでいくことを期待する。
　上記のとおり、経営上の課題は特に認められないことから、Ａ評価とした。

評価項目

目的適合性

項目別評価 コメント〔県所管部局記入〕

　埠頭施設の長寿命化を図るため予防保全型の計画修繕を実施すべ
く、施設の維持管理計画を策定し、同計画を反映した中期計画に基
づいて健全経営に取り組んでいる。

組織運営の健全性

　役職員の職務の執行が理事会、全体会議の開催で効率的に行われ
ている。

経営の効率性

　各種研修等を通じ職員のスキルアップに取り組んでいる。
　また、経常費用全般にわたって緊急性、費用対効果の視点から見
直しを行い、節減に取り組んでいる。

財務状況の健全性

　収支の黒字は確保されていて、持続的・安定的な法人の運営を
行っている。
　また、平成13年度以降は県からの借入は無く、償還計画に基づき
償還している。
　財務の健全性は充分に図られている。

23 20 91.30

138

公益財団法人青森県フェリー埠頭公社

評価項目 自己評価〔法人記入〕
（経営概況、経営上の課題・対策、得点率の増減理由等）

対象指標
評点数

目的適合性

　当公社の埠頭事業は、公共的・公益的目的と役割を有しており、
現在の社会経済情勢下においても存在意義のある法人である。
　また、事業運営にあたっては、行政の補完機能を果たしており、
県行政及び県民ニーズに対応している。

計　画　性

評点数

31

39

26

16

33

40

26

132

法人評価
得点率

100.00

93.94

97.50

100.00

86.96

95.65

16

95.65

（参考）
前年度得点率

100.00

93.94

97.50

96.15


